
政
府
は
情
報
技
術
（
I
T
）
政
策
の
指
針
「
I

T
基
本
戦
略
」
の
見
直
し
を
始
め
た
。
現
行
の
基

本
戦
略
を
ま
と
め
た
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
技
術
や

経
済
環
境
の
変
化
を
反
映
さ
せ
て
医
療
、
食
な
ど

生
活
に
密
着
し
た
九
分
野
で
I
T
活
用
の
実
例
を

示
す
。
病
院
を
電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
患

者
の
カ
ル
テ
を
共
有
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
な
ど

の
目
標
を
打
ち
出
す
。

新
戦
略
は
I
T
戦
略
本
部

（
本
部
長
・
小
泉
純
一
郎
首

相
）
が
検
討
し
、
五
月
に
決

定
す
る
。
具
体
的
に
は
「
生

活
」
　
「
教
育
」
　
「
知
識
・
文

化
」
「
中
小
企
業
金
融
」
「
政

治
参
画
」
な
ど
の
分
野
で
I

T
を
ど
う
活
用
す
る
か
、
具

体
例
を
示
す
。

医
療
分
野
で
は
カ
ル
テ
を

電
子
化
し
て
複
数
の
病
院
が
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内
容
を
共
有
す
る
体
制
を
二

〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一
〇
年

の
間
に
整
え
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
。
患
者
が
同
意
す
れ

ば
ど
こ
の
病
院
で
も
過
去
の

診
療
を
踏
ま
え
た
対
応
を
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
。

「
食
」
の
分
野
で
は
小
型

チ
ッ
プ
を
使
っ
て
食
肉
な
ど

の
原
産
地
を
捕
捉
可
能
に
す

る
。
食
品
全
般
に
つ
い
て
原

産
地
な
ど
を
た
ど
れ
る
よ

う
、
民
間
の
取
り
組
み
を
技

術
面
な
ど
で
支
援
す
る
。
国

民
の
政
治
参
画
を
促
す
対
策

で
は
国
や
地
方
の
議
会
議
事

録
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検

索
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
二

〇
一
〇
年
ま
で
に
国
政
の
電

子
投
票
を
可
能
に
す
る
目
標

も
掲
げ
る
。

lT基本戦時の見直し案に盛
り込まれるITブ舌用の具体例

▽医療
。病院どうしがネットワークを使ってカル
テを共有

▽教育
0遠隔教育で学士を取得する人を2010年に
10万人に

▽食
02010年までに、あらゆる食品の原産地な
どの確認を可能に

▽中小企業金融
。信月］保証の串込業務などを電子化
▽知講廷・文イヒ
D美術館、博物館の所蔵品をデジタル化
▽労働
0政府＝・行政部門の在宅勤務を本格導入
▽行政サービス
。法律で保存を義務づけられた官民の文書
について、すべて電子保存を認める

▽政治参画
。国・地方すべての議会の議事録をデータ
ベースイヒし、インターネットで公開

▽生活
0健康に不安のある高齢者を、センサーな
どで監視できる在宅医療を普及


